
守

高
等
学
校
「
国
語
表
周
」
の
授
業
の
試
み
L
 
I

-
単
元
八
「
論
説
的
、
説
明
的
文
章
の
研
究
」
の
措
導
を
中
心
に
し
て
　
-

山
　
　
本
_
伸

H
は
じ
め
に

一
「
国
語
表
巨
は
'
現
教
育
課
程
で
新
し
く
採
用
さ
れ
た
科
目
で
あ
る
が
,

実
際
問
題
と
し
て
教
科
書
を
決
め
た
も
の
の
へ
ど
の
よ
う
に
授
業
を
組
み
立
て

て
い
け
ば
い
い
の
か
へ
教
科
書
は
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、

皆
目
わ
か
ら
な
い
状
態
で
新
学
期
が
出
発
し
た
。
五
十
八
年
四
月
の
こ
と
で
あ

る
。
授
業
を
行
っ
た
ク
ラ
ス
は
'
二
年
生
の
文
系
ク
ラ
ス
四
十
五
名
で
あ
る
。

初
め
て
、
1
年
の
時
に
「
国
語
工
」
を
履
修
し
た
ク
ラ
ス
で
あ
り
'
本
格
的
な

作
文
指
導
は
全
く
と
い
っ
て
い
い
は
ど
受
け
て
い
な
い
ク
ラ
ス
で
あ
る
。

一
こ
6
ク
ラ
ス
の
生
徒
た
ち
の
状
態
を
ふ
ま
え
て
,
次
の
よ
う
な
こ
と
を
「
国

語
表
現
」
の
授
業
の
ね
ら
い
と
し
て
、
掲
げ
た
Q

m
:
-
-
-
/
-
,
v
.
-
;
;
一
i
.
r
i
.
-
|
.
I
-
T
r
-
'

.
'
蝣
-
1
-
-
'
'
ト
ド
<
i
-
.
¥
-
"
.
ォ
.
.
'
て
…
'
1
-

る
よ
う
に
さ
せ
る
。

物
作
文
の
材
料
と
し
て
使
え
る
'
題
材
や
話
材
を
集
め
る
習
慣
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
。

甲
意
見
文
へ
感
想
文
へ
記
録
文
へ
説
明
文
な
ど
、
・
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル
の

文
章
が
書
け
る
よ
う
に
さ
せ
る
。

仙
す
ぐ
れ
た
文
章
に
接
し
て
、
表
現
の
美
し
さ
右
味
わ
わ
せ
'
こ
と
ば
の
使

い
方
や
'
:
・
文
章
構
成
の
あ
り
方
な
ど
を
学
ば
せ
る
。

∵
蝣
-
1
-
:
-
.
:
"
:
.
<
・
'
し
‥
一
山
し
て
、
通
　
　
　
　
　
　
　
こ
し
。
が

て
・
?
!
<
蝣
'
>
・
"
;
'
・
;
・
に
蝣
Y
)
¥
-
:
i
<
:
"
)

㈲
　
「
書
ぐ
こ
と
」
・
に
対
す
る
積
極
的
な
姿
勢
を
身
に
つ
け
さ
せ
,
気
軽
に
,

し
か
も
個
性
豊
か
な
文
章
が
書
け
る
よ
う
に
さ
せ
る
。

間
　
正
し
い
原
稿
用
紙
の
使
い
方
や
'
推
駁
の
し
方
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

㈱
話
す
こ
と
の
指
導
を
通
し
て
「
適
切
に
自
分
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
る
よ
う
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に
さ
せ
る
。

こ
の
ね
ら
い
を
も
と
に
'
一
学
期
は
'
主
題
1
構
想
1
叙
述
1
表
記
1
推
敵

の
作
文
を
書
く
手
脳
を
'
そ
れ
ぞ
れ
1
単
元
と
し
て
設
定
し
'
各
手
順
ご
と
に

∧
総
論
∨
∧
実
習
∨
∧
評
価
∨
を
か
ら
ま
せ
た
形
で
学
習
さ
せ
'
最
終
的
に
総

合
的
な
形
で
'
完
成
さ
れ
た
作
文
が
書
け
る
よ
う
な
指
導
過
程
を
考
え
て
み
た
。

二
へ
三
学
期
は
'
1
学
期
で
学
習
さ
せ
た
作
文
を
書
く
過
程
を
ふ
尊
兄
な
が

ら
、
さ
ら
に
'
教
科
書
教
材
、
そ
の
他
の
文
章
研
究
も
と
り
入
れ
な
が
ら
、
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
の
文
章
が
書
け
る
よ
う
に
、
実
習
に
重
き
を
置
い
た
指
導
過
程

を
考
え
た
。
次
に
'
「
国
語
表
現
」
の
授
業
の
年
間
指
導
計
画
表
を
筒
単
に
示

し
て
み
る
。



-
:
　
「
国
語
表
現
」
授
業
年
間
指
導
計
画
(
過
三
単
位
)

<
第
1
学
期
∨
∵

五
、

四
、 蝣サ >

早

推 表 S L 檎 I.. 主

蔽 記 述 ∴ 想 - 題

に に に .に に

つ つ つ Ⅰつ つ
い い い .い い

.. て て て て フC

6 5 5 6 5 時間

し 原 推 表 叙 棉 . 主 総

い 稿 放 記 述 、.悲 題
使 用 に に に に に

い 託 つ つ つ つ つ
方 の い . い い い. い
に 正 て て て て て 請

文

章

研

究

実

習

∧ ∧ ∧ ∧ A .八 八 ヘ ∧ へ へ

ば 2 1 2 1 3 2 り 1 文 方 2 1 ま 2 . る 1
」 V V .. V V V V 文 ∨ .」. V .か ∨ と ∨ 文 ∨

め . 章
香
正 「 推 .

問 問
-̂s.

㍑ i:a o
の り
構 「 」 寺

.「 」 森

し 失 蔽 I 題 題 題 題 香 字. . .想 青 の 田 天 論 本
く な 一 浜 演 汲 拭 き ひ メ 春 構 寅 . 声 旨 暫
原 わ :. 習 習 習 習 か ら モ 時 成 彦 人 ま 郎
積 れ .. え が 、代 「 語 と 「

用 た 演 な 小一の 藤 . 」 め 私
紙 こ ∴ 習 ま ▼主 生 椀 . 論 . の

に と . 早 題 き の ヒつ いf∃

解 生

答 徒
、の
解 相

解

: 輿

解

解 添 優 添 s t
罪

.価

輿

解.

削 秀 削
管

日日

那

説 互
秤
価
、

琴 翠 プ

リ
V
. I



七
審 †

六

い ?
き 読

方 音
感

て 話
す

こ
と悲

文 に

つの

7 5

方 .感 い 話 つ 書 推 つ
の .悲 て す .. い き 蔽 い
留 .文 こ-1 て 人 の て
意、二の と.. れ 記
点 A書 IC 方 号

き つ : に と

夏 、∧ . ∧. A . A A
の 読 休 . を 2 の 1. ∴く 2 }き; 読 l 一: 推 1台 う
課 書 1み Sffi V 感 ∨ . り ∨ ′こ .ん V P 鼓 TV つ
題 感 宿 ん 想 と .で す 1

) 想 題 で..「..文 「 漫 ば 、「 ... 0
- .- 1文 .. の 六 漫 画 のP.話 こ :. =旅 .一

. の の 1ち L と と .
坐 . 想 宮 」 .ふ 一が こ ぼ. . 1モ .I
校 文 の を き い と 対 . ラ ..
生 、 姫 読 だ .発 ば 談 ノレ
共 . ∴君 ん L と 」 」
過 ...」 で づ ○書 を . C, +

評 教 優 推 , 批 仝
価 師 秀 鼓 評 員
カ の 作 0 .. O で..
ー 添 晶 教 発
ド 別 の 師 表
○ ○発 - の ○
表 寸
○ 秤
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∧
二
'
三
学
期
∨



投
げ
込
み
敬
材

九
研 、
究 文
3 *
的 .
文

翠
の P

10 110 1 10 A20

- 文 ∧ い の ∧ 方年 式 ∧ い ∧

3ft 4 て 書 3 負 に 2 て 1
一 に ∨ き ∨ P状 つ ∨ ∨

つ 古 方 鑑 の一 い 詩 詩
い 典 に 賞 3 て の に
1. て の 1 つ 文 き 形 つ

∧ ∧ ∧ ∧ ∧ A

と 5 4 う う 3 2 1 夜 3 P 2
き V V へ へ ∨ 界 .∨ ∨ 」 ∨ 古 >

I- L_ I

は 「 「 鑑 村 三 佐 井 夏 . .J 」 硯

な 大 日 賞 野 好 藤 上 目: 田
し 蔵 は 」 四 達 春 靖 m .
Lヱ 脚 入 郎 治 夫 .「 ^
は 「

■1 「 「
記 .「 .「

ど 日 竪 監 美 憶 夢 二水
耳 」 の の の 」 十 . 海

∧ ∧ A . A A ∧∴∧ ∧ A A

い .7 、 6 鑑 5 4 1 3∴2 . ヒ.1 ヨ $ 辛 苦寸
〉 う.∨ 革 V . 箕 V . ∨ V

午
負
状

V .V V ..I

幣
の も ) . =一文 才 .の こ

口rの 「 の .「 .
語 あ 奥 ロ 強
訳 り山 語 盗

一を .井 漢

. 書 Il上 - 請

、 く 靖 を

纏 翠 孟 凛

て に 訳 法
」 括 印

( ま 」徒 .た (

. 然 と 徒

○「 現

I .記 代
憶 詩
」 . に

.′.の

賢 賢 .鷲

」 、 つ

な 添 相 L ‖ 採 .{ 作 作
ど 削 互′ - :点 期 品 ⊂】

蝪蝪
秤 、′〉 未 発 発
価 考 表

査

で
也
題
、

義
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十 投 十

5

り - げ 研 1 、
返 ▼、 込 究 実

つ ...一 み
て 年 4 * 的
問
杏
振

材 文
翠

の

1 5 2 5

を ∧ 文 ∧ 文 ∧ ∧
lユ 8 7 6 5
く. ∨ ∨ ∨ ∨
.意 日 記 刺
見 記 録 作
文 の の

∧
監 る

」
正
岡
千
規

「
仰
臥

∧
川 6
V

ス一
S i
田
ふ
じ
千

「
自

∧ ∧ A A < ∧ ∧ ∧
15 m 14 13 日 12 ′11 真 空 lV0 阜 を 8
∨ 理 ∨ の V を ∨ ∨ 作 ∨

意 ノ 役 望
割 「 む 「

「
あ

る

日
の
日
記
」

草 て
〇 、 イ イ

つ
て 「

見 . 」 父 か 今 わ ラ ラ い 思
発 ト 親 」 の が ス ス く い
表 、 の 高 町 ト ト 話 込

フ 役 校 を マ マ 」 み

ア = ツ ツ
イ 蝣サ ;**:日 明 プ プ 事

ノレ 母 に す を 一 実

挺 評 評 蘇 罪 秤
也 価 価 削 価 価

カ カ カ カ
一 一 ー ー
ド ド ド ド

三
、
三
学
期
に
行
っ
た
単
元
の
構
成
は
、
「
国
語
表
現
」
　
の
教
科
書
の
第
Ⅱ

潮
「
文
革
研
究
」
 
`
の
部
分
が
'
大
き
-
「
論
説
的
、
説
明
的
文
革
の
研
匹
へ

「
文
学
的
文
革
の
研
究
」
'
「
実
用
的
文
革
の
研
究
」
T
と
.
い
う
三
つ
の
単
元
に
分

か
れ
て
い
る
こ
と
に
目
を
つ
け
、
こ
れ
に
従
っ
て
.
実
習
を
か
ら
宮
せ
て
い
く

こ
と
に
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
単
元
の
中
で
は
'
叡
科
書
の
中
に
収
録
さ
れ
て
い

る
文
章
(
い
わ
ゆ
る
例
文
と
も
'
模
範
文
と
も
思
わ
れ
る
も
の
)
を
ま
ず
'
主

題
'
構
想
'
叙
述
、
表
記
等
の
点
か
ら
研
究
さ
せ
、
そ
し
て
'
そ
れ
を
生
か
ん

た
形
、
ま
た
、
そ
の
例
文
、
模
範
文
に
内
容
的
に
関
連
さ
せ
た
形
で
'
実
際
に

自
分
で
文
章
を
書
か
せ
た
。
書
か
せ
た
上
で
,
ま
ず
,
生
徒
に
推
駁
さ
せ
,
臥

ら
に
教
師
が
批
評
す
る
と
い
う
形
を
原
則
と
し
て
と
る
こ
と
に
し
た
。



平
単
元
<
・
「
論
説
的
'
説
明
的
文
章
の
敢
究
」
の
内
容
に
つ
い
て

・
」
-
!
光
八
P
"
-
 
'
:
"
輿
　
　
的
∵
ハ
章
の
蕪
と
O
w
v
は
t
 
z
:
r
 
m
?
h
い
X
A

壁
こ
H
.
実
習
が
三
回
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
7
つ
7
つ
を
と
り
あ
げ
て

次
に
説
明
し
た
い
。

∧
総
論
V
.

論
説
的
'
説
明
的
文
章
の
持
つ
特
色
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。
新
聞
の
社
説
、
今

ま
で
に
学
習
し
た
こ
と
の
あ
る
文
章
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
の
後
'
論
説
文
の
構

成
の
パ
タ
ー
ソ
を
紹
介
す
る
。
次
に
'
論
説
文
へ
説
明
文
を
書
-
場
合
'
特
に

牲
意
す
べ
き
点
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

∧
文
章
研
究
　
1
V
 
i

教
科
書
の
例
文
へ
r
昼
の
蝶
の
存
在
に
つ
い
て
」
　
亘
尚
敏
隆
)
　
に
つ
い
て
,

次
の
よ
う
.
な
、
文
革
研
好
の
た
め
の
プ
豊
ト
を
作
り
,
こ
れ
に
従
っ
て
・
文

≠

章
研
究
の
視
点
の
よ
う
増
も
の
を
設
定
す
る
こ
と
を
指
導
し
た
。
プ
リ
ソ
ト
は

書
き
込
み
式
で
、
説
明
を
し
な
が
ら
'
書
き
込
ま
せ
'
最
後
の
要
約
は
各
自
で

-
V
:
0
-
V
'
^
-
ォ
ブ
-
ソ
ト
」
s
r
-

l

1
5
　
昼
の
蝶
の
存
在
に
づ
い
て
　
恥
1

文
章
研
究
の
ポ
イ
ソ
ト

I.蝣・二・:', 'l

Ⅱ
　
文
章
構
成

H
　
題
　
名
(

気
づ
き
　
(

Ⅱ
　
書
き
出
し
の
文

I

一

146



Ⅳ
　
使
用
さ
れ
て
い
る
語
句
の
特
敬

二
Ⅴ
　
文
体

.
～

昼
の
腰
の
存
在
に
つ
い
て
　
恥
2

Ⅵ
　
結
び
の
文

～書
き
出
し
の
文
と
の
呼
応
に
つ
い
て

・
・
二
明
文
の
結
び
と
し
て
は
ど
う
か

一

Ⅶ
　
論
旨
`



五
十
字
で

∧
実
習
l
V
l
イ
ソ
カ
帝
国
最
後
の
都
I

l
学
期
に
学
習
し
た
)
、
主
題
1
構
想
1
叙
述
1
表
記
1
推
敵
の
各
段
階
で
'

生
徒
が
最
も
苦
手
と
し
.
た
の
は
'
「
構
想
を
ね
る
」
と
い
う
作
業
で
あ
っ
た
。

-

こ
の
反
省
を
も
と
に
t
.
<
文
章
研
究
1
V
の
と
こ
ろ
で
'
文
章
研
究
を
行
っ
た

「
昼
の
蝶
の
存
在
に
つ
;
3
て
」
の

問
題
擾
起
　
　
、
I

∵
解
説
.

っ
た
。
こ
の
説
明
の
過
程
の
ア
ナ
ウ
ソ
サ
ー
の
解
説
の
し
方
が
'
二
つ
の
問
題

挺
起
天
声
二
　
二
つ
の
解
説
(
男
声
)
　
か
ら
な
っ
て
い
る
の
に
気
が
つ
き
'

こ
れ
を
ビ
デ
オ
に
と
っ
て
'
生
徒
に
視
聴
さ
せ
'
構
成
は
そ
の
ま
ま
で
、
番
組

の
内
容
か
ら
取
材
さ
せ
'
「
イ
ソ
カ
帝
国
最
後
の
都
」
と
い
う
説
明
文
を
書
か

せ
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
へ
メ
モ
の
取
り
方
に
つ
い
て
説
明
し
、
ビ
デ
オ
を
視

聴
へ
ビ
デ
オ
の
内
容
か
ら
取
材
さ
せ
た
。
次
に
ビ
デ
オ
の
内
容
の
構
成
に
つ
い

て
説
明
へ
各
自
の
書
-
説
明
文
の
構
想
メ
モ
を
書
か
せ
た
。

wァー

問
題
提
起

解
説
ま
と
め

と
い
う
、
構
成
の
形
を
そ
の
ま
ま
使
え
る
よ
う
な
'
説
明
文
を
書
か
せ
る
工
夫

を
し
た
。
昭
和
五
十
八
年
九
月
十
八
日
(
旦
午
前
十
時
か
ら
十
時
半
に
放
映

さ
れ
七
'
「
新
日
鉄
ア
ワ
ー
ビ
ッ
グ
デ
ー
r
イ
ソ
カ
帝
国
最
後
の
都
ヒ
と
い
う
番

組
が
t
.
こ
の
構
成
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
日
を
つ
け
た
。
内
容
は
,
イ
ソ
;

カ
帝
国
の
退
跡
を
め
ぐ
っ
て
へ
そ
の
歴
史
を
た
ど
り
'
さ
ら
に
イ
ソ
カ
帝
国
最

後
の
都
と
孝
与
り
れ
て
い
る
「
マ
チ
エ
ピ
チ
こ
を
紹
介
し
て
い
く
も
の
で
あ

構
想
メ
モ

(
問
題
提
起
1
)

イ
ソ
カ
帝
国
と
は
ど
の
よ
う
な
国
で
あ
っ
た
か
。

(
解
説
1
)

((E
題
挺
起
2
)

イ
ソ
カ
帝
国
最
後
の
都
マ
チ
ユ
ピ
チ
ユ
.
と
は
ど
ん
な
都
市
で
あ
っ
た



(.ま　/- 、解か
・と　　　　　　説　o
め　　　　　　2

さ
ら
に
眉
分
が
「
イ
ソ
カ
帝
B
l
J
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
'
新
た
に
調

べ
た
こ
と
を
(
解
説
1
)
　
(
解
説
2
)
の
部
分
に
加
え
さ
せ
'
文
章
の
大
ま
か

・
r
i
-
'
j
g
-
n
V
i
'
i
'
:
'
;
-
'
.
:
に
t
 
r
-
・
'
s
w
.
'
-
r
'
-
・
∴
・
・
ト
ー
邑
I
J
I
‥
'
・
-
-
>

~
ま
と
め
と
い
う
構
成
で
構
想
メ
モ
を
も
+
)
に
説
明
文
を
、
二
〇
〇
〇
字
程
度

で
書
か
せ
た
。

∧
評
価
1
V

隼
I
l
l
は
'
^
-
-
・
・
r
:
」
L
i
:
;
一
・
/
-
,
'
-
 
-
^
‥
　
　
小
'
.
-
v
.
-
J
v
i
'
:
-
T
s
:
^
y
i
-
j

..国語表現個人評価カ　ード

2 ^ : P組 二 軍 氏名 . Na

′題 ∴ 月 日

主題がはっきりしていない。

藷由や材料が適当でないO

表題のつけ方が適当でない0

全体の分立が適当でない0

.構. 成 .

段落構成があら、まいせ.ある0

書き出しと書きおわりが照応して
いないe

段落のつながり方に飛躍がある0

記述の朋序に適当でないところが

.ある0

叙 述

:Ti 文の長さ申適当でない0

文体が統li されてし、ない0

語句の配列が適当でない0

主語と述語が照応していない0

表 記

句読点が正しく使われていないO .

.漢字が正しく使われていな9、0

仮名づかいや送り仮名盲爾 「
がある0

脱字があ畠0

原稿用紙の正しい使い方ができて
いない0

丁寧で美しい文字が書けていない0

印 象

着想や表郷こユニI クさがみ,E}れ
ないd

感銘度や迫力に欠函 0∴

総 評

A B

C D



振
出
さ
せ
た
?
そ
の
後
評
価
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
'
教
師
が
評
価
し
た
。
構
想
の

ね
り
方
は
こ
れ
で
、
言
か
な
り
理
解
き
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
∴

評
価
カ
「
.
ド
T
U
は
'
こ
の
「
国
語
表
巴
の
授
業
の
た
め
に
考
案
し
た
、
前

ペ
上
ジ
の
よ
す
な
も
の
で
濁
る
。
右
は
し
の
二
つ
の
欄
が
チ
エ
ツ
〃
欄
で
.
 
'
左

が
,
-
.
生
徒
の
自
己
チ
ェ
ッ
ク
欄
、
嘉
が
教
師
の
評
価
の
サ
ェ
ッ
ク
欄
で
あ
る
。
・

∧
文
章
研
究
2
V

肝
に
学
習
も
た
∧
実
習
1
V
が
i
 
r
,
ィ
ソ
カ
帝
巴
の
こ
と
に
'
つ
い
て
せ
あ
+
・

っ
た
2
'
/
円
じ
・
H
-
r
-
菜
　
　
　
　
　
　
で
3
'
'
!
i
?
K
-
'
」
昔
亘
・
T
こ
・
一
と
に
し
た
.

教
科
審
(
東
京
書
籍
「
国
語
表
現
」
)
の
例
文
か
ら
_
選
端
だ
'
「
水
海
道
古
称
」
∴

(
机
田
国
男
)
の
文
章
放
究
で
あ
る
　
u
の
文
章
は
'

ま
え
が
き

問
題
提
起

解
説
1

解
説
2

解
説
3

あ
と
が
き

~
、
二
~
れ
を
そ
.
の
ま
ま
使
っ
た
。

作
文
へ
の
い
ざ
な
い
　
(
東
京
書
籍
「
国
語
表
罫
」
三
十
九
ペ
ー
ジ
)

T
t
次
の
よ
う
な
過
程
で
'
こ
の
文
章
を
等
き
直
し
て
み
よ
う
。

a
 
i
・
人
%
#
-
?
'
三
だ
よ
く
I
'
?
ん
で
・
V
,
述
Q
V
i
n
川
描
至
;
:
?
:
+
-
*
-
・
ハ

*
・
!
七
*
'
s
*
-
サ
J
T
i
O
*

l
　
層
二
第
二
段
落
　
地
名
変
化
の
原
因
。
.

e
-
仙
r
r
-
n
再
洋
　
「
　
1
*
;
-
サ
」
、
'
J
:
,
う
-
・
蝣
.
'
蝣
蝣
」
へ
の
R
i
j
:
-
・
j

3
　
第
四
段
落
　
「
水
」
は
「
御
捧
」
で
あ
る
.

4
　
第
五
段
落
　
「
海
道
」
は
「
垣
内
」
で
あ
る
?

5
　
第
六
段
落
　
「
水
海
道
」
は
「
御
津
垣
内
」
で
あ
る
。

6
1
第
七
段
落
　
何
が
正
し
い
地
名
か
。

5

b
右
の
内
容
を
損
な
う
こ
と
な
-
、
次
の
よ
う
な
処
置
を
す
る
こ
と
が
で
　
T

.
き
る
。

ア
　
1
と
6
と
を
合
体
し
て
'
最
初
か
最
後
に
置
-
。

イ
　
c
o
・
-
s
t
l
・
i
n
は
連
続
し
て
い
る
の
で
1
つ
に
ま
と
め
る
。

と
い
う
構
成
で
'
「
水
海
道
」
の
地
名
の
由
来
を
解
明
し
て
い
る
が
'
こ
の
文

T

章
を
む
と
に
'
「
地
名
と
そ
の
書
き
方
」
と
い
う
、

問
題
担
起
.

か
ら
な
る
文
章
に
書
き
か
え
を
さ
せ
へ
構
成
の
し
方
と
、
そ
の
内
容
に
つ
~
い
て

の
練
習
を
さ
せ
た
。
文
章
の
書
き
換
え
方
に
つ
い
て
は
'
教
科
書
の
こ
の
例
文

の
あ
と
に
'
「
作
文
へ
の
い
ざ
な
い
」
　
と
し
て
'
解
説
さ
れ
て
い
た
の
で
'
そ

o
蝣
右
功
結
果
と
し
_
て
'
次
の
H
>
つ
P
T
ニ
段
落
の
文
章
を
作
る
?
L
石
畳
は

二
-
3
:
-
'
」
-
Q
l
!
i
」
の
1
茸
'
H
I
一
に
]
.
・
石
。
)

1
　
「
水
海
道
」
と
い
う
地
名
へ
の
疑
問
。

‥
2
　
「
水
海
道
」
は
「
御
津
垣
内
」
で
あ
る
。

・
!
3
地
名
.
の
そ
の
書
き
方
に
つ
い
て
。

潔
実
億
の
授
業
で
は
'
字
数
生
ハ
0
0
字
～
八
〇
〇
字
と
い
う
よ
う
に
指
定

し
た
?



∧
実
習
2
V
　
-
　
修
学
旅
行
で
訪
れ
た
と
こ
ろ
の
地
名
の
由
来
へ
伝
説
'
風
物

ォ
ピ
サ
v
;
|
'
J
-
^
,
し
よ
・
r
I

t
の
時
期
に
'
(
昭
和
五
十
八
年
十
月
十
五
日
1
十
八
旦
'
二
年
生
は
修
学

旅
行
に
出
発
し
た
。
「
地
名
の
由
来
」
に
関
す
る
文
章
研
究
を
し
て
い
た
と
こ

ろ
だ
っ
た
.
の
で
'
こ
の
三
泊
四
泊
の
信
州
'
富
士
へ
の
旅
行
を
利
用
す
る
こ
と

に
し
た
)
に
t
r
箪
打
に
た
?
可
T
Q
Q
 
r
Z
r
2
i
.
礼
,
;
!
J
の
蝣
2
-
i
*
で
、
H
っ
て
卓

や
p
.
[
必
ず
作
文
が
滴
る
.
か
ら
と
言
い
聞
か
せ
て
、
一
旅
行
中
に
、
旅
行
先
で
l
聞

い
て
印
象
に
残
っ
た
話
を
メ
モ
七
九
?
.
・
地
名
や
伝
説
に
つ
い
て
番
い
,
て
あ
る

パ
ソ
フ
レ
.
ツ
ト
や
本
書
が
し
て
-
る
.
よ
う
雪
指
示
し
た
。
同
時
に
'
取
材

メ
モ
の
取
り
方
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
左
は
取
材
カ
ー
ド
で
あ
る
?
・

が
あ
っ
た
。

_
上
高
地
の
絵
地
図
入
り
パ
ソ
フ
レ
ッ
ト

・
 
-
M
高
地
の
山
の
位
置
と
説
朋
の
パ
ソ
フ
心
ッ
ー

黒
部
ダ
ム
で
配
ら
れ
た
　
ン
フ
レ
ッ
ト

H
o
:
-
t
小
‥
什
>
,
v
'
,

富
士
山
へ
,
富
士
五
胡
の
パ
ン
フ
>
ツ
ト

富
士
山
、
富
士
五
胡
の
伝
説
集

信
州
の
伝
説
(
小
さ
な
本
)

り
ん
ご
の
種
類
の
パ
ソ
フ
>
ッ
ト

生
徒
が
取
材
し
た
り
'
収
集
し
た
り
し
て
き
た
も
の
に
は
次
の
よ
う
な
も
の

各
地
で
の
ガ
イ
ド
の
話

こ
の
中
か
ら
自
分
の
書
き
た
い
こ
と
が
ら
を
決
め
さ
せ
、
そ
の
場
所
へ
行
っ
一

た
^
o
'
-
i
v
j
o
-
:
-
,
し
ー
蝣
i
ア
サ
.
i
¥
>
'

序
論

-151-

の
三
部
構
成
の
説
明
文
の
構
想
メ
モ
を
作
ら
せ
た
?
・
.
取
材
し
て
き
た
こ
と
が
・
カ

を
'
ど
こ
へ
ど
の
よ
う
に
ど
の
^
a
-
」
¥
い
の
分
量
で
入
れ
る
か
を
'
検
討
さ
せ
、
.

個
人
指
導
で
大
体
の
文
章
の
ア
ウ
ト
一
手
意
確
認
し
て
か
ら
'
.
1
二
名
字

-
1
五
〇
〇
字
程
度
で
文
章
を
書
か
せ
た
。
L
.
メ
.

)

∧
評
価
2
V

'
.
生
徒
の
推
駁
。
教
師
の
評
価
カ
つ
ド
に
よ
る
評
価
を
行
い
'
そ
の
後
'
優
秀

作
品
c
」
蝣
'
.
 
-
;
&
<
L
t
隼
任
山
批
V
z
M
'
i
'
.
v
i
y
j
せ
零



∧
文
章
研
究
3
V
∴

論
説
的
'
説
明
的
文
章
の
研
究
の
単
元
に
'
夏
目
淑
石
「
夢
十
夜
」
の
第
六

夜
の
話
は
'
い
か
に
も
そ
ぐ
わ
な
い
が
'
教
科
書
の
単
冗
に
そ
っ
て
い
く
と
'

論
説
的
'
説
明
的
文
章
の
研
究
は
'

蝣

/

蝣

:

.

 

I

i

.

」

・

L

T

'

　

　

:

4

;

,

t

.

第
_
二
車
　
社
会
事
象
の
探
究

第
三
革
　
人
間
の
探
究

の
三
草
か
ら
な
り
へ
　
問
題
の
「
夢
十
夜
」
は
第
三
章
に
、
「
教
養
に
対
す
る
私

の
態
度
」
(
亀
井
勝
1
郎
一
と
共
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
指
導
が

や
や
説
明
文
中
心
に
な
す
す
ぎ
た
と
い
う
反
省
も
あ
っ
て
'
や
や
難
解
で
は
あ

る
が
'
人
間
や
人
生
を
テ
ー
マ
に
し
た
へ
本
格
的
な
論
説
文
を
書
く
た
め
の
足

が
か
り
と
し
て
「
夢
十
夜
」
を
と
り
あ
げ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

l

「
夢
十
夜
」
の
文
章
胡
究
と
し
て
'
ま
ず
斧
正
会
話
文
を
と
り
あ
げ
た
。

「
夢
十
夜
」
を
読
み
解
い
て
い
-
鍵
が
'
会
話
文
に
あ
る
と
い
う
こ
と
'
後
の

文
学
的
文
章
の
研
究
9
単
票
入
っ
て
い
く
た
め
の
基
礎
的
事
項
を
お
さ
え
る

と
い
う
㌢
の
二
つ
豊
由
か
ら
で
あ
っ
な

ま
ず
'
「
夢
十
夜
」
(
第
六
夜
)
の
会
話
文
す
べ
て
に
通
し
菅
号
を
う
た
せ
'

話
し
手
と
へ
そ
の
会
話
文
の
表
現
の
特
色
へ
考
与
り
れ
る
話
し
手
の
性
格
な
ど

に
つ
い
て
メ
寸
を
さ
せ
た
。

次
は
こ
れ
を
メ
モ
し
た
生
徒
の
ノ
ー
ト
の
一
部
で
あ
る
。

男

・- 153

こ
の
メ
1
を
全
員
で
検
討
し
た
後
'
車
夫
、
男
へ
無
教
養
な
男
'
若
い
男
な

ど
が
,
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
明
治
の
階
層
を
象
徴
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
説

明
し
,
会
話
文
の
文
章
表
現
上
の
効
果
に
つ
い
て
話
し
ま
と
め
と
し
た
。
ま
た
'

欺
石
自
身
が
「
運
慶
」
を
ど
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
'
な
ぜ
明
治
に
登
場
さ
せ

た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
'
生
徒
の
意
見
発
表
を
中
心
と
し
た
'
「
読
解
」

の
授
業
を
行
っ
た
。



∧
実
習
3
V
-
　
「
天
才
と
は
」
　
「
芸
術
家
と
は
」
七
い
う
題
で
論
説
文
を
書

こ
▼
つ
　
-

「
夢
十
夜
」
Ⅶ
課
題
と
し
て
'
教
科
書
で
は
'
次
の
よ
う
な
「
作
文
へ
の
い

ざ
な
い
」
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

作
文
へ
の
い
ざ
な
い
衰
京
書
籍
「
国
語
表
現
」
五
十
一
ペ
ー
ジ
)

1
.
こ
9
文
章
か
ら
読
み
凝
っ
た
も
の
を
も
と
に
し
て
'
次
の
言
葉
の
い
ず
れ

か
を
題
材
と
L
t
八
〇
〇
字
程
度
の
論
述
を
試
み
て
み
よ
う
。

創
作
'
芸
術
家
へ
真
理
'
天
才
'
近
代

二
'
一
つ
の
見
聞
を
も
と
に
ん
て
'
人
生
論
や
社
会
批
評
な
ど
を
展
開
し
て
み

よ
う
。
そ
の
際
'
人
の
動
き
や
会
話
な
ど
を
場
合
を
生
か
し
て
使
え
れ
ば
い

っ
そ
う
よ
い
。

こ
の
課
題
で
は
'
本
校
の
生
徒
に
つ
い
て
は
'
や
や
漠
然
と
し
て
い
て
'
書

き
に
く
い
の
で
'
次
の
よ
う
に
変
え
て
'
「
論
説
文
」
を
課
す
こ
と
に
し
た
。

①
「
夢
十
夜
」
の
「
運
慶
」
の
動
作
や
人
々
に
対
す
る
反
応
を
整
理
し
て
'
メ

モ
す
る
。

⑧
「
運
慶
」
を
作
者
裾
ど
の
よ
う
な
人
と
し
て
評
価
し
て
い
る
か
ま
と
め
る
。

◎
①
'
◎
を
も
と
に
'
「
芸
術
家
と
は
」
」
「
天
才
と
は
」
い
ず
れ
か
の
題
で
'

八
〇
〇
字
程
度
の
論
説
文
を
賓
く
。
構
成
は
自
由
と
す
る
。

∧
評
価
3
V

こ
の
実
習
は
'
教
科
雷
の
課
題
を
か
み
く
だ
い
て
出
題
し
た
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
'
か
な
り
難
し
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
が
'
書
-
こ
と
が
ら
を

決
め
て
メ
モ
し
た
段
階
で
'
個
人
指
導
で
膚
想
に
つ
い
て
指
導
し
t
.
下
書
き
を

終
え
た
段
階
で
点
検
'
推
鮫
を
終
え
た
段
階
で
評
価
カ
ー
ド
に
よ
る
評
価
を
行

っ
た
。
作
文
を
生
徒
に
返
却
す
る
時
に
'
総
評
を
し
、
論
説
文
を
う
ま
く
書
-

た
め
に
へ
新
聞
9
社
説
や
天
声
人
語
な
ど
の
書
き
ぶ
り
を
よ
く
研
究
す
る
こ
と

を
話
し
た
。
ま
た
へ
内
容
的
に
は
「
ロ
ダ
ソ
の
言
葉
」
や
「
絵
仏
師
良
秀
」
へ

高
村
光
太
郎
「
飴
」
な
ど
を
引
用
し
た
り
'
材
料
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

を
つ
け
加
え
た
。

Ⅱ
　
お
わ
り
に

教
科
屠
(
東
京
書
籍
「
国
語
表
現
」
)
で
は
'
論
説
的
'
説
明
的
文
章
の
研
究

の
単
元
は
'

第
一
章
　
自
然
事
象
の
探
究

「
藤
棚
の
陰
か
ら
」
　
　
寺
田
買
彦

「
昼
の
蝶
の
存
在
に
つ
い
て
」
.
旦
尚
敏
隆
L

第
二
草
　
社
会
事
象
9
探
究

「
水
海
道
古
称
」
　
　
柳
田
国
男

「
r
守
り
神
L
の
霊
力
」
　
青
木
晴
夫

第
三
章
　
人
間
の
探
究

「
夢
十
夜
よ
り
」
　
　
　
　
夏
目
淑
石

「
教
養
に
対
す
る
私
の
態
度
」
　
　
亀
井
勝
一
郎

と
い
う
'
教
材
の
組
み
立
て
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
教
科
書
教
材
に
そ
っ
て
'

各
章
か
ら
1
教
材
ず
つ
選
び
'
せ
れ
ぞ
れ
の
文
章
研
究
の
内
容
と
'
実
習
の
周

に
関
連
性
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
単
R
構
成
を
考
え
た
わ
け
で
あ
る
。
実
習
を
堺
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り
入
れ
な
が
ら
」
で
き
る
だ
け
教
科
書
の
教
材
を
生
か
す
と
い
う
'
当
初
の
目

的
は
一
応
迂
せ
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
。

ま
た
へ
　
「
何
を
書
い
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
作
文
ざ
ら
い
の
生
徒
に
対
す

る
方
法
と
し
て
'
取
材
の
方
法
を
学
ば
せ
る
機
会
を
設
け
た
。
ビ
デ
オ
'
読
書

i
'
:
'
-
*
'
〇
㌧
.
/
-
i
.
-
(
.
.
・
-
.
 
*
.
-
*
」
:
.
:
-
;
c
-
o
^
J
¥
-
-
-
)
'
_
ぼ
け
　
塁
汀
て
　
　
い
・
-
.
t
'
-
T
,
 
'
.
そ

れ
で
あ
る
。
.
ま
た
'
教
科
書
教
材
そ
の
も
の
か
ち
、
書
-
内
容
を
引
き
潮
す
指

導
(
「
水
海
道
古
称
」
'
「
夢
十
夜
」
)
も
1
つ
の
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
与
り
れ

TP。
作
文
を
書
-
た
め
の
巌
術
的
な
こ
と
の
指
導
と
し
て
は
へ
こ
の
単
R
で
'

'

.

'

蝣

*

.

一

～

.

一

蝣

蝣

'

(

r

、

一

　

∴

‥

‥

:

・

:

'

.

 

-

2

V

-

1

】

取
材
カ
ー
ド
(
「
僧
学
旅
行
」
一

参
考
文
献
の
求
め
方
(
γ
ソ
カ
帝
国
最
後
の
都
」
)

、

I
V
i
V
ハ
(
て
Z
.
i
.
i
'

文
章
研
究
と
し
て
は
、
支
全
体
を
ど
う
い
う
視
点
で
,
見
て
い
け
ば
よ
い
か
と

い
う
こ
と
を
「
昼
の
蝶
Q
存
在
に
つ
い
て
」
.
で
'
会
話
文
の
表
現
を
「
夢
十
夜
」

で
そ
れ
岩
指
導
寺
,
寺
.
-
y
J
'
i
薫
1
学
期
の
学
習
で
生
徒
が
よ
-
理
解

で
き
な
か
っ
た
「
構
想
」
(
「
構
成
」
に
つ
い
て
は
'
文
章
研
究
'
.
実
習
の
い
ず

れ
に
お
い
て
も
'
-
り
か
え
し
ふ
れ
て
い
る
。

こ
の
単
冗
で
'
特
に
留
意
し
て
指
導
し
た
点
を
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う

な
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

川
:
-
:
.
.
:
,
蝣
;
-
v
i
-
-
・
蝣
-
'
;
-
し
た
¥
-
-
 
"
<
-
<
い
　
　
　
　
　
∴
'
蝣
-
'
.
 
-
'
蝣
蝣
,
 
'
:
 
'
i
-
'
)
‥
I
t
-
∵
:
"
'
<
蝣
!
'
蝣
>
.
.
 
'

¥
>
-
蝣
-
-
-
蝣
蝣
ニ
ー
一
'
・
.

吻
「
書
-
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
'
取
材
の
し
方
に

,
つ
い
て
学
習
さ
せ
'
あ
る
程
度
「
書
-
内
容
」
巷
与
え
る
こ
と
。

矧
「
理
解
」
と
「
表
現
」
の
関
連
性
を
重
視
す
る
こ
と
。

軸
l
学
期
に
濁
ま
り
身
に
つ
か
な
か
っ
た
「
構
想
」
の
部
分
の
作
業
が
確
実
に

で
き
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
.

㈱
評
価
カ
,
 
-
ド
の
使
い
方
に
慣
れ
さ
せ
る
こ
と
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
こ
の
単
元
の
指
導
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
と
'

山
ど
う
い
う
形
式
で
あ
れ
'
す
べ
て
の
生
徒
が
「
構
想
メ
モ
」
を
作
っ
て
か
ら

原
稿
用
既
に
.
 
B
か
う
よ
う
に
な
っ
た
。

惚
「
書
く
こ
と
が
な
い
」
　
「
何
を
書
い
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」
と
訴
え
る
生

徒
は
い
な
く
な
っ
た
り

畑
正
も
い
原
稿
用
紙
の
使
い
方
へ
推
鼓
の
し
方
が
定
着
し
た
。

蝣
?
'
=
-
:
'
:
*
:
:
i
=
r
-
v
.
i
;
?
;
-
:
'
-
i
:
-
、
J
蝣
<
'
・
"
・
に
な
っ
た
9

と
い
う
点
だ
け
は
前
進
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
.
.
残
さ
れ
た
問
題
点
は
多
い
。
三
に
評
価
の
問
題
が
あ
る
。

<
文
章
研
S
」
>
の
授
選
は
二
」
五
時
周
'
実
習
に
要
す
る
時
間
が
三
～
五
時

間
で
濁
る
か
ら
へ
か
な
り
の
通
い
ペ
ー
ス
で
'
生
徒
の
作
品
が
提
出
さ
れ
る
わ

け
で
あ
を
・
作
品
以
外
に
も
'
「
構
想
メ
モ
」
や
「
取
材
メ
モ
」
の
段
階
で
'

生
徒
の
書
い
た
滝
の
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
'
こ

の
上
に
'
.
1
国
語
表
現
」
の
授
業
の
準
備
'
他
の
授
業
の
準
僻
に
時
間
を
と
ら

れ
る
わ
け
で
あ
る
や
り
へ
生
鹿
の
作
品
を
1
つ
T
つ
細
か
-
添
削
す
る
時
間
は

と
て
も
な
心
っ
た
。
そ
こ
で
評
価
に
つ
い
て
は
.
 
、
次
の
こ
と
は
必
ず
す
る
L
)
七

と
い
う
こ
と
に
し
た
。

・
Z
 
"
'
-
J
.
 
'
A
∵
-
-
・
-
c
f
v
-
¥
:
c
c
に
エ
>
・
'
*
*
.
の
　
M
M
つ
け
る
)

◎
チ
ェ
ッ
ク
1
つ
右
五
点
と
し
_
 
'
点
数
を
五
点
せ
省
み
で
つ
け
'
合
計
す
る
.

(
チ
ェ
ッ
ク
は
マ
イ
ナ
ス
点
)
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1

^l

◎
合
計
点
が
1
0
0
-
八
〇
点
を
A
t
七
〇
点
以
上
を
B
t
六
〇
点
以
上
を
c
t

六
'
_
>
-
-
.
-
‥
下
一
;
・
蝣
」
L
J
j
t
　
　
カ
ー
ド
C
.
∵
ソ
グ
0
-
7
i
-
 
'
r
f
U
O
#
つ
け
・
<
'
J

D
の
も
の
は
書
き
直
し
を
さ
せ
る
。

こ
の
皇
7
-
.
v
た
ォ
i
-
0
-
-
r
j
ど
い
X
-
'
.
v
S
:
 
、
一
'
'
;
・
エ
ー
'
.
-
,
v
J
O
'
-
-
!
?
)
J
J

に
し
て
い
た
L
t
構
成
な
ど
を
指
定
し
た
も
の
も
あ
る
の
で
'
チ
ェ
.
ッ
.
ク
す

る
点
が
少
な
Y
.
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
t
 
B
t
 
C
9
評
価
と
な
り
t
 
D
の
も

の
は
多
い
時
で
受
フ
ス
の
二
〇
%
程
度
」
た
い
て
い
の
場
合
は
五
～
1
0
%

程
度
で
あ
っ
た
。

④
作
文
の
添
削
と
し
て
'
誤
字
.
 
'
脱
字
だ
け
は
必
ず
赤
ペ
ソ
で
直
す
.
他
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
'
評
価
カ
ー
ド
の
チ
.
.
q
ッ
ク
だ
け
で
は
'
わ
か
り
に
-

い
も
の
や
'
評
価
カ
ー
ド
の
項
目
に
な
い
も
の
を
直
す
。

作
文
の
評
価
を
点
数
化
す
る
と
い
う
9
は
、
よ
-
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
'

客
観
的
な
評
価
で
'
生
徒
に
よ
く
わ
か
る
と
い
う
点
で
'
あ
え
て
取
り
入
れ
た
。

も
つ
と
'
生
徒
の
作
文
に
朱
を
入
れ
た
り
'
書
き
直
し
や
'
個
別
指
導
も
し
た

か
っ
た
が
'
そ
こ
ま
で
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
度
重
な
る
書
き
直
し
は
'
生

徒
の
意
欲
を
そ
ぐ
と
も
考
え
へ
こ
れ
だ
け
は
ぜ
ひ
直
し
て
は
し
い
と
い
う
点
だ

け
に
し
ぼ
っ
て
、
朱
を
入
れ
た
。
ま
た
'
評
価
カ
ー
ド
の
最
後
の
総
評
欄
に
も

苧
さ
入
れ
た
か
っ
た
汎
'
か
ろ
う
じ
て
t
 
A
の
評
価
の
者
の
長
所
・
D
の
評
価

の
者
の
直
す
べ
き
所
'
特
に
個
性
的
な
者
に
つ
い
て
I
*
口
だ
け
と
い
う
結
果
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
だ
け
で
も
'
7
年
間
、
十
数
回
の
作
品
授
出
で
'
か

な
り
苦
し
い
作
美
と
な
っ
た
.

生
徒
に
よ
-
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
、
`
時
間
を
と
ち
な
い
評
価
を
と
思
う
が
[

ま
だ
よ
い
方
法
が
思
い
浮
か
ば
な
い
で
い
る
。

そ
の
他
に
'
生
徒
か
ら
∧
実
習
>
の
手
順
が
わ
か
り
に
-
い
と
い
う
声
が
あ

っ
た
の
で
∧
実
習
V
の
手
噂
ね
ら
い
な
ど
を
'
や
は
り
プ
リ
ソ
-
に
し
た
り
'

書
き
込
み
式
に
し
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

凌
た
'
実
腰
に
作
文
を
寄
-
場
合
の
速
度
の
速
い
生
徒
と
遅
い
生
徒
の
調
整

の
し
方
も
三
9
澗
題
で
あ
る
。
こ
の
単
元
で
は
'
・
書
く
た
め
の
時
間
は
十
分

に
与
え
よ
が
∵
て
れ
で
も
ニ
ー
三
人
は
指
定
さ
れ
た
時
間
内
に
書
き
き
れ
な
い

者
が
い
た
。
や
む
を
得
ず
家
庭
学
習
の
課
題
と
し
て
'
穴
う
め
を
さ
せ
た
が
'

も
っ
と
よ
い
方
法
は
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
∧
実
習
V
の
時
間
は
'
生
徒
に
書
か
せ
な
が
ら
'
教
師
の
方
は
'
雷

き
つ
ま
っ
た
り
'
書
き
方
が
わ
か
ら
な
い
生
徒
の
た
め
に
相
談
に
の
る
と
い
う

方
式
を
と
っ
た
が
'
次
か
ち
次
へ
と
'
生
徒
が
相
談
に
や
っ
て
く
る
た
め
'
机

問
巡
視
な
ど
の
指
導
が
で
き
に
-
か
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
指
導
方
法
の
面
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
い
-
汁

つ
か
出
て
き
た
が
'
こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

生
徒
に
t
よ
り
豊
か
な
文
章
生
活
を
送
ら
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
始
め
た

「
国
語
表
現
」
の
授
業
で
あ
っ
た
が
、
は
か
ら
ず
も
'
教
師
自
身
の
文
章
力
、

文
章
生
活
の
お
そ
訂
つ
さ
を
露
呈
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
'
お
そ

ら
く
生
徒
と
共
に
'
磨
き
令
っ
「
国
語
表
現
」
の
時
間
と
な
る
と
思
う
。
で

き
れ
ば
'
新
た
に
教
科
書
以
外
か
ら
も
教
材
を
求
め
て
'
個
性
の
あ
る
'
生
徒

に
興
味
を
持
た
せ
る
こ
と
の
で
き
る
授
業
に
し
た
い
と
思
っ
て
`
い
る
。

(
香
川
県
立
土
庄
高
等
学
校
教
諭
)




